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 [授業の概要・目的]
本実習はミクロ系生物学の基礎的な実験手法を修得することを目的とする。具体的には、身の回り
の微生物観察や培養および分子生物学実験よりなる。微生物は、あらゆる環境に棲息し、人間活動
に深く関わっている。身近な微生物の観察、分離・培養を通して、微生物の多様性について認識す
るとともに、微生物の取り扱いにおける基礎を修得する。また、分子生物学実験は、すでに現代社
会と密接に関係した生命科学の基礎を担っている。たとえば、iPS細胞に代表される再生医療、世
界で広く流通している遺伝子組換え作物創成において分子生物学実験の知識は必要不可欠である。
分子生物学実習ではDNAの調製や解析を主として行う。

 [到達目標]
身近な微生物の多様性を知り、微生物の取扱いに関する基本的実験方法を習得する。また、分子生
物学の基礎的実験手法を習得する。

 [授業計画と内容]
１．	ガイダンス 
２．	顕微鏡の使い方
３．	微生物の観察1（発酵食品中の微生物）
４．	微生物の観察2（環境中(室内・室外・ビオトープなど)の微生物）
５．	実験器具の滅菌、培地の調整・滅菌１（試薬の計量、分注器の使い方、オートクレーブ法）
６．	培地の調製・滅菌２、寒天平板の作製　
７．	食品、土壌、その他からの微生物の分離（希釈の方法、線画法、塗布法）
８．	分離した微生物の観察１（生菌数計数、コロニーと細菌形態の観察、グラム染色、ペーパーデ
ィスク法による抗生物質の評価）
９．	分離した微生物の観察２、ペーパーディスク法による抗生物質試験
１０．	分離した微生物の観察３、抗生物質試験の評価
１１．	生物からのDNAの調製
１２．	PCRによるDNAの増幅と制限酵素によるDNAの切断
１３．	電気泳動によるDNAの分析
１４．	DNAの塩基配列の解析

実習内容の順序は前後する可能性がある
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 [履修要件]
１回目の授業（ガイダンス）を吉田南２号館２階の生物実習室２（D211）で行う。履修希望者は必
ずガイダンスに出席し、受講許可者名簿に所定の事項を記入すること。１回目の授業時に、履修希
望者が受入れ可能人数を超過した場合には抽選を行う。

 [成績評価の方法・観点]
実習への参加状況および実習後のレポート内容に基づいて評価する。 
詳細は授業で説明する。

 [教科書]
使用しない。ただし初回の実習の際に実習書のプリントを配布する。

 [授業外学修（予習・復習）等]
ガイダンスの際に実習書を配布するので、実習前に予習すること。実習後は実習によって得られた
結果等を整理すること。

 [その他（オフィスアワー等）]
詳細については、履修受付の際に案内する。 
文系の学生にとっても難しくない。
受講者は傷害保険（学生教育研究災害傷害保険）へ加入すること。


